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　日本における心身医学の鼻祖であり，日本心身医学会
の名誉理事長そして九州大学名誉教授である池見酉次郎
先生の巻頭言は，長年にわたって生涯をこの道一筋に貫
き通され，体験実践された精華が文中諸所にほとばし
り，珠玉の光を放ち，われわれ治療者のあるべき姿を教
示しておられる．病める患者を心身一如の立場から全人
的に治療の手立てを行うことが，今日では全世界的な流
れとなっている．一口に良好な医師患者関係といって
も，それを維持し発展させることは仲々に容易ではな
く，多忙な臨床でついぞ忘れ去られがちであり，常日頃
お互いが治療者的人格の滋養に自ら努めねばならないも
のと考えている．
　考え方や価値観を異にし，スピードアップされた競争
社会に多くの人々が住み，それぞれの希求を達成するこ
とは，現代のわが国では容易なことではない．人は
biopsychosocio　ethicalな存在であり，それだけにスト
レス社会を背景にcommon　diseaseでありながら仲々治
りにくい病態が増加している事も事実である．それらが
いわゆる心身症であり，誰しもかかり易く，また治り易
いことでも知られている．学生諸君への講義で驚かされ
るが，いまだに心身症を精神疾患と混同している向きが
大部分であり，心身症は決してそのような病態ではない
ことを，更めてここに明記しておきたい．
　心身医学は今や臨床医学における診療の基本であり，
古今東西に通ずるものである．西洋医学，東洋医学そこ
に心身医学が相加協力するとき，池見教授の言われる全
人的医療が花開き，真の患者の為の医療となるものであ
る．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内田安信記）
医学会幹事会要旨（平成3年10月）
1．第128回医学会総会のシンポジウムのタイトルは，
　「画像医学における新しい診断技術」に決まったこと
　が報告された．
2．編集状況の報告並びに編集について討議した．
3．50巻1号の巻頭言は，WHO事務総長中嶋宏氏に依
　頼することが決定した．
4．新年度の評議員全員が各選出母体から選出されたこ
　と，またこの評議員の互選により幹事を選出し，11
　月2日開催予定の医学会総会で評議員，幹事共に承
　認を得る予定であることが報告された．
5．学’協会著作権協議会への複写権委託とCCC登録参加
　について討議したが，この件については，資料を持
　ち帰り検討することとなった．
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